８　青少年の健全育成
　昭和48年4月、青少年問題に対する関心と理解を深め、健全な育成を図る目的をもって、泊村青少年健全育成協議会が組織され、会長には村長宮脇三巳を選出、事業として部落講座、青年講座、子ども会の育成、花つくりなどから手がけていった。

　昭和51年度は、母親クラブが50年に結成されたことで、同じような組織事業が重なることから、組織の再検討を行い、事業として、夏の青少年を見守る運動在学青少年研修派遣、高校生のリーダー研修、子ども会リーダー研修など行った。教育委員会では、昭和51年から昭和55年まで国庫補助を受け、「母と子の公民館活動」事業を実施したが、その内容は小・中学生を対象として創作活動、読書活動、スポーツ、レクリエーション活動を行うものである。

　昭和52年、泊村青少年健全育成協議会の名称を青少年健全育成泊村民会議に変え、村を挙げての健全育成に取り組むこととした。その組織は、総務部、文化教養部、体育部環境安全部の4部制とし、それぞれの事業に取り組むこととした。その後の活動状況の一例を挙げると、

　・55年度、夏の青少年を見守る運動（補導活動）、禁煙協力列車チラシ配布、よい環境づくりのための看板設置（小浜、泊1区、宇谷）、モデル地区に泊4区青少年育成会を指定など
　・56年度―青少年育成泊村民会議事務局を教育委員会に設置。泊1区をモデル地区に指定、よい環境づくりのための看板設置、健全育成懇談会など

　・57年度―地区懇談会、青少年健全育成大会、モデル地区に泊1区を指定など

　教育委員会は、昭和55年度から57年度までの間、国庫補助を受け、郷土学習、子ども会リーダー養成、仲間づくり活動、スポーツ、レクリエーションなどの事業を行うほか、「北溟地区青少年の集い」を58年度から中・高校生を対象として行うこととし、最近では、船上山少年自然の家で1泊2日の交流を行っている。

　高校生サークル「トコトコ」は、56年9月に、「青少年地域活動仲間づくり」事業の中で生まれた。当初は、駅の自転車小屋のペンキ塗りや、花づくり活動などが行われ、会員も2～30人ぐらいいたが、現在（63年）は、女子ばかり9人で、銭太鼓や人形劇を保育所、高齢者会合、成人式などで披露している。
　このサークルは、昭和60年には、青少年健全育成鳥取県民会議から「青少年及び育成活動等の顕彰」で表彰され、61年には、山陰新報社から「防犯功労団体」として表彰。また、62年、県教育委員会から「教育功労団体」として受彰した。

